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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 4月 28日 (2006.4.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 【 請 求 項 １ 】 　 第 1電 極 を 一 端 に 封 止 し 、 第 ２ 電 極 を 所 定 位 置 に 仮 止 め し て な る ガ ラ ス
バ ル ブ を 支 持 す る ガ ラ ス バ ル ブ 支 持 部 材 を 有 す る 搬 送 手 段 と 、 前 記 ガ ラ ス バ ル ブ の 第 ２ 電
極 と 当 該 ガ ラ ス バ ル ブ 終 端 部 と の 間 に 内 装 さ れ た 水 銀 ペ レ ッ ト を 加 熱 す る こ と に よ っ て 水
銀 を 放 出 さ せ る 加 熱 炉 と を 備 え 、 放 出 さ れ た 水 銀 を 前 記 ガ ラ ス バ ル ブ に お け る 第 1電 極 と
第 ２ 電 極 間 の 非 加 熱 部 分 に 拡 散 さ せ る 水 銀 拡 散 装 置 に お い て 、 前 記 加 熱 炉 で 前 記 水 銀 ペ レ
ッ ト を 加 熱 す る 際 に 前 記 非 加 熱 部 分 を 冷 却 す る た め の バ ル ブ 冷 却 器 を 設 け て な る 水 銀 拡 散
装 置 。
　 【 請 求 項 ２ 】 　 冷 却 器 の 上 面 に は 、 ガ ラ ス バ ル ブ を 着 脱 自 在 に 保 持 す る バ ル ブ 保 持 溝 が
設 け れ ら 、 前 記 冷 却 器 は 、 前 記 ガ ラ ス バ ル ブ を バ ル ブ 支 持 部 材 か ら 上 方 に 離 間 さ せ て 前 記
バ ル ブ 保 持 溝 で 保 持 す る 冷 却 位 置 と 、 各 バ ル ブ 支 持 部 材 に 保 持 さ れ た ガ ラ ス バ ル ブ よ り も
下 方 に 位 置 す る 待 機 位 置 間 を 昇 降 自 在 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 水 銀 拡 散 装 置 。
　 【 請 求 項 ３ 】 　 冷 却 器 に ガ ラ ス バ ル ブ を 強 固 に 着 脱 自 在 に 保 持 す る チ ャ ッ ク を 併 設 し て
な る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 水 銀 拡 散 装 置 。
　 【 請 求 項 ４ 】 　 ガ ラ ス バ ル ブ が 挿 通 す る 加 熱 炉 の バ ル ブ 挿 通 部 を 開 閉 自 在 に 閉 塞 す る 閉
塞 蓋 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 ３ に 記 載 の 水 銀 拡 散 装 置 。
　 【 請 求 項 ５ 】 　 第 1電 極 を 一 端 に 封 止 し 、 第 ２ 電 極 を 所 定 位 置 に 仮 止 め し て な る ガ ラ ス
バ ル ブ を 保 持 す る た め の バ ル ブ 保 持 機 構 を 複 数 個 有 し 且 つ 各 保 持 溝 に 保 持 さ れ た ガ ラ ス バ
ル ブ の 前 記 第 １ 電 極 と 第 ２ 電 極 の 非 加 熱 部 分 を 冷 却 す る 冷 却 器 を 有 す る 複 数 の バ ル ブ 支 持
ヘ ッ ド と 各 バ ル ブ 支 持 ヘ ッ ド 間 を 連 結 す る 連 結 部 材 と か ら な る 搬 送 手 段 と 、 前 記 ガ ラ ス バ
ル ブ の 前 記 第 ２ 電 極 と 当 該 ガ ラ ス バ ル ブ の 終 端 部 と の 間 に 内 挿 さ れ た 水 銀 ペ レ ッ ト を 加 熱
し て 水 銀 を 放 出 す る 加 熱 炉 と を 備 え て な る 水 銀 拡 散 装 置 。
　 【 請 求 項 ６ 】 　 ガ ラ ス バ ル ブ が 挿 通 す る 加 熱 炉 の バ ル ブ 挿 通 部 を 開 閉 自 在 に 閉 塞 す る 閉
塞 蓋 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 ５ に 記 載 の 水 銀 拡 散 装 置 。
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更

【 請 求 項 ７ 】 　 ガ ラ ス バ ル ブ の 一 端 に 第 1電 極 を 封 止 し 、 他 端 に 第 ２ の 電 極 が 封 止 さ れ
、 内 部 に 希 ガ ス と 水 銀 が 封 入 さ れ た 冷 陰 極 放 電 管 に お い て 、 前 記 水 銀 が 第 1電 極 と 第 ２ 電
極 間 に 拡 散 し て 封 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 冷 陰 極 放 電 管 。



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 ガ ラ ス バ ル ブ を 支 持 す る ガ
ラ ス バ ル ブ 支 持 部 材 を 複 数 個 有 し た 搬 送 手 段 と 、 前 記 ガ ラ ス バ ル ブ に 内 装 さ れ た 水 銀 ペ レ
ッ ト を 加 熱 し て 水 銀 を 放 出 さ せ る 加 熱 炉 と を 備 え 、 ガ ラ ス バ ル ブ の 必 要 部 分 に 水 銀 を 拡 散
さ せ る 水 銀 拡 散 装 置 に お い て 、 前 記 ガ ラ ス バ ル ブ の の 非 加 熱 部 分 を
冷 却 す る た め の バ ル ブ 冷 却 器 を 設 け た も の で あ る 。 こ の 冷 却 器 を 設 け る こ と に よ っ て 、 加
熱 炉 の 発 熱 に よ る ガ ラ ス バ ル ブ の 必 要 部 分 と の 温 度 差 を 充 分 大 き く で き 、 充 分 な 量 の 水 銀
を ガ ラ ス バ ル ブ の 必 要 部 分 に 拡 散 で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 方 、 前 記 バ ル ブ 冷 却 器 が ７ が 上 昇 し て 冷 却 位 置 に あ る と 、 ガ ラ ス バ ル ブ ８ の 一 端 側 の
非 加 熱 部 分 （ 第 1の 電 極 １ ０ 側 ） Ｂ は 、 冷 却 ７ に ガ ラ ス バ ル ブ ８ が 接 触 す る こ と に よ っ て
強 制 的 に 冷 却 さ れ 、 他 方 、 加 熱 部 分 Ａ が 加 熱 炉 内 で 加 熱 さ れ て い る こ と か ら 、 加 熱 部 分 と
非 加 熱 部 分 と の 温 度 差 は 非 常 に 大 き く な り 、 放 出 さ れ た 水 銀 を 第 1の 電 極 １ ０ 側 の ガ ラ ス
バ ル ブ の に 効 率 良 く 拡 散 さ せ る こ と が で き 、 ガ ラ ス
バ ル ブ ８ 内 面 に 充 分 な 量 の 水 銀 粒 を 付 着 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ は 本 発 明 の 水 銀 拡 散 装 置 の 第 ４ の 実 施 形 態 を 部 分 的 な 平 面 図 で 示 し た も の で あ り 、
バ ル ブ 保 持 溝 １ ６ を 複 数 個 有 し 、 且 つ バ ル ブ 保 持 溝 １ ６ 内 の ガ ラ ス バ ル ブ ８ を 冷 却 す る 冷
却 器 ２ ９ を 設 け た バ ル ブ 支 持 ヘ ッ ド ３ ０ と 、 複 数 の バ ル ブ 支 持 ヘ ッ ド ３ ０ を 連 結 す る た め
の 連 結 部 材 ３ ７ と で 搬 送 手 段 を 構 成 し て い る 。 そ し て 、 各 バ ル ブ 指 示 ヘ ッ ド ３ ０ は 、 図 示
し な い 駆 動 手 段 に よ り 、 間 欠 又 は 連 続 的 に 搬 送 さ れ 、 バ ル ブ 支 持 ヘ ッ ド ３ ０ の 冷 却 器 ２ ９
で ガ ラ ス バ ル ブ ８ の 第 1の 電 極 と 第 ２ の 電 極 間 を 冷 却 す る と 共 に 、 加 熱 部 分 を 図 示 し な い
加 熱 炉 ５ で 加 熱 す る こ と に よ り 、 前 実 施 形 態 同 様 に ガ ラ ス バ ル ブ ８ の 加 熱 部 分 と 前 記 ガ ラ
ス バ ル ブ ８ の と の 温 度 差 を 大 き く し て 、 充 分 な 量 の 水 銀 を ガ ラ
ス バ ル ブ の 必 要 部 分 に 拡 散 す る こ と が で き る 。 ま た 、 か か る 実 施 形 態 で は 、 バ ル ブ 支 持 ヘ
ッ ド が 搬 送 手 段 を 構 成 し て い る こ と か ら 装 置 の 簡 素 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 ガ ラ ス バ ル ブ を 支 持 す る ガ ラ ス バ ル ブ 支 持 部 材 を 有 す る
搬 送 手 段 と 、 前 記 ガ ラ ス バ ル ブ 内 に 内 装 さ れ た 水 銀 ペ レ ッ ト を 加 熱 し て 水 銀 を 放 出 す る 加
熱 炉 と を 備 え た 水 銀 拡 散 装 置 に お い て 、 前 記 ガ ラ ス バ ル ブ の 水 銀 が 拡 散 さ れ る 必 要 部 分 で
あ る 非 加 熱 部 分 を 冷 却 す る た め の バ ル ブ 冷 却 器 を 設 け た の で 、 ガ ラ ス バ ル ブ の 非 加 熱 部 分
と 加 熱 部 分 と の 温 度 差 を 大 き く で き 、 放 出 さ れ た 水 銀 の 移 動 及 び 拡 散 を 効 果 的 に 行 う こ と
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が で き 、 ガ ラ ス バ ル ブ の に 十 分 な 量 の 水 銀 を 拡 散 で き る の で 、
結 果 的 に 放 電 管 の 光 特 性 及 び 寿 命 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
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